
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７号 

社会福祉法人稲沢市社会福祉協議会発行 

令和６年７月発行 

※平和地区内で取り組まれている、地域の縁づくりやささえあい活動に関する取り組みを皆さんへお届けする情報紙です。 

 情報紙の作成費用は、稲沢市社会福祉協議会の会員会費を財源とさせていただいております。 

写真：須ケ谷川風鈴ストリーム（２０２３年撮影） 

 

“いざという

時”の事を今

考えよう！ 

◆稲沢市社会福祉協議会 地域福祉グループ  

 住 所：稲沢市稲府町 1 番地 市役所東庁舎 1 階  ☎：0587-23-6713 
 

問合先 

令和 6年 3月 11日(月)「出前講座体験会」の様子 

 前浪地区の茶話会 

「あまやどり」に訪問 

した同会の看護師さん。 

参加者と同じ机で気さく 

な雰囲気で相談に応じて 

もらえます。 

社協マスコット 
「福ちゃん」 

 
「稲沢市訪問看護ステーション会」に加盟する事業所の看護師等専門職が、調整した日程で地域の集

いの活動に来てくれて、ちょっとした健康相談に応じます。詳しくは下記へお問い合わせください。 

看護師 

看護師 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つどいの
ススメ「出

前講座体
験会」

 

 

 

 

 

※地域内でのさまざまな取り組み・活動等、皆さまからの情報提供をお待ちしております！ 

問合先 社会福祉法人稲沢市社会福祉協議会 地域福祉グループ 担当：鷲見（すみ） 

    稲沢市稲府町１番地 稲沢市役所東庁舎 1階 （代表番号）0587-23-6713 

 

「防災ボランティア稲沢」では、随時防災の出前講座を受け付けているほか、自主防災会の訓練や防災

イベントのサポート、家具固定器具取り付け支援も行っています。同会が実施する出前講座を見学する

こともできますので、興味のあるかたは下記の問合先へご連絡ください。体験会は第２弾も検討中！ 

     取組① ： 出前講座の良さを知ってもらう 。  
  能登半島地震からの危機感もあり、多くのかたが参加されました。 

飲料水以外の雑用水の備え方、家具固定器具の補助金、断水時の  

トイレ処理体験など、生活者目線での備えについて具体的な話を  

聞くことがで、参加者の方々からは『わかりやすくて良かった』  

『地元の人に聞かせたい』という声が多く聞かれました。     

こんにちは！「防災ボランティア稲沢」の本田です！ 

今、日本全国で地震、台風、大雨等大きな災害が発生しています。 

私たちにとって最も大切なのは「命」です。大切な命や財産を守る 

ための日頃の備え、準備について地域の皆さんで一緒に考えませんか？ 

いざというときのためにも、支え合える地域のつながりづくりを 

応援しています！ 

  取組② ：お互いの地域の情報を交換する            。  
 体験会の参加者は主に、区長・老人クラブ・民生児童委員・サロン・ 

 まちづくりの関係者です。それぞれ何となくお互いの活動は理解して 

 いても、居住する地区を超えて情報交換する機会はあまりありません。 

 参加者の方々からは『他地区の取り組みを聞くことができて大変参考 

 になったし、講座を開催しようと思う』との声が聞かれました。 

          取組③ ：地域での講座の開催をサポートする  。  
体験会以降に地元で講座を開催したいという要望が上がった地域には、   

実際に防災ボランティア稲沢による、出前講座の開催に向けた調整を行い  

ました。地域で開催する際の主催者は、高齢者ふれあいサロンや自主防災  

会など様々ですが、中には『自治会の防災倉庫備蓄品について助言しても    

らいたい』という依頼もありました。協議体ではこうした声を繋いでいます。  

  

防災ボランティア稲沢：本田氏 


